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七
月
と
し
て
は
珍
し
く
、
台
風
が
二
度
も
上
陸
し

た
。「
南
の
高
気
圧
の
勢
力
が
弱
い
か
ら
」と
言
っ
て

い
た
が
、
そ
の
後
は
三
十
度
を
越
え
る
日
も
多
く
、

今
年
の
夏
は
ま
さ
に
酷
暑
で
し
た
。

　

横
浜
市
役
所
で
は
「
夏
季
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
強
化
」
の
一
環
で
、
夏
の
時
期
約
二
カ
月
を
ノ

ー
ネ
ク
タ
イ
・
軽
装
の
励
行
を
し
ま
し
た
。
市
社
協

で
も
同
様
の
取
り
組
み
を
し
ま
し
た
が
、「
ス
ム
ー
ス

に
受
け
入
れ
ら
れ
た
」
職
員
と
「
暑
い
と
は
言
っ
て

も
ネ
ク
タ
イ
は
は
ず
せ
な
い
」
職
員
と
が
い
て
、
事

務
所
を
訪
れ
た
方
々
の
中
に
も
違
和
感
を
持
た
れ
た

方
も
い
た
よ
う
で
す
。か
く
言
う
私
は
後
者
の
一
人
。

　

し
か
し
、
こ
の
様
な
取
り
組
み
は
過
去
に
も
あ
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
の
数
年
間
に
省
エ
ネ
の

必
要
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
も
な
い
と
思
う
が
…
。

　

組
織
で
は
人
事
異
動
が
定
期
的
に
あ
り
ま
す
が
、

新
た
に
就
任
し
た
人
は
、
自
分
の
力
を
発
揮
し
よ
う

と
頑
張
っ
て
仕
事
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
れ
は
従
前

の
踏
襲
型
で
あ
っ
た
り
、
打
破
型
で
あ
っ
た
り
し
ま

す
。
ど
ち
ら
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
時
代

の
流
れ
を
見
極
め
、
必
要
な
こ
と
は
「
勇
気
を
持
っ

て
改
革
し
、
継
続
す
る
」
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

来
夏
、
市
社
協
職
員
が
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・
軽
装
を

し
て
い
る
か
？　

乞
う
ご
期
待
！

横
浜
市
社
協
地
域
活
動
部
長　

小
嶋
正
夫
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明るく活力ある長寿社会の実現を
�「かながわ長寿社会開発センター」の紹介�

　人口の高齢化が急速に進む中、だれもが健康でいきいきと高齢期を過ごせる社会を築くことが重要とな
っています。本会では、本年四月の財団法人かながわともしび財団との組織一体化に伴い、これまで財団
が担ってきた「明るい長寿社会づくり推進機構」の役割を引き継ぎ、「かながわ長寿社会開発センター」を
新たに設置しました。
　今回の特集では、高齢者の生きがいづくりや仲間づくり活動の支援を通して、活力ある高齢社会の実現
を目指す「かながわ長寿社会開発センター」の役割と、取り組みについてまとめてみました。

　

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
多
く
の

人
が
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
高
齢
期

を
過
ご
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
自

分
の
経
験
や
知
識
を
、
地
域
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
様
々
な
活
動
に
生
か
し
て

い
る
高
齢
者
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
生
か

し
た
い
と
考
え
て
い
る
高
齢
者
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
体
力
増
進
・
健
康
保

持
、
趣
味
や
教
養
の
学
習
活
動
が
、
生

き
が
い
や
身
近
な
地
域
で
の
仲
間
づ
く

り
に
つ
な
が
り
、
後
に
地
域
を
活
性
化

す
る
よ
う
な
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し

て
、
大
き
な
マ
ン
パ
ワ
ー
に
な
っ
て
い

る
例
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

わ
が
国
の
高
齢
化
率
は
、
昭
和
六
十

年
に
一
〇
％
に
達
し
ま
し
た
が
、
平
成

三
十
七
年
に
は
、
四
人
に
一
人
、
二
十

五
年
後
の
六
十
二
年
に
は
、
三
人
に
一

人
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
急
速
な
高
齢
化
の
進
展

と
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
の
到
来
に
備

え
、
人
生
八
十
年
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す

た
め
、
国
は
、
昭
和
六
十
一
年
六
月
の

「
長
寿
社
会
対
策
大
綱
」
以
降
、
社
会

福
祉
の
基
礎
構
造
改
革
を
進
め
、
平
成

十
一
年
の
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン　

、
翌
十

２１

二
年
の
介
護
保
険
制
度
施
行
等
、
様
々

な
改
革
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン　

で
は
、
平

２１

成
十
五
年
ま
で
の
高
齢
者
保
健
福
祉
施

策
の
方
向
と
し
て
、
介
護
を
要
す
る
高

齢
者
へ
の
施
策
の
充
実
と
、
元
気
な
高

齢
者
の
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
、介
護

予
防
、
生
活
支
援
対
策
等
を
、
い
わ
ば

車
の
両
輪
と
し
て
捉
え
、
高
齢
者
の
尊

厳
の
確
保
と
自
立
支
援
を
図
り
、
で
き

る
限
り
多
く
の
高
齢
者
が
健
康
で
生
き

が
い
を
持
っ
て
参
加
で
き
る
社
会
づ
く

り
を
目
指
す
こ
と
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

本
格
的
な
高
齢
社
会
の
到
来
に
向
け
て

本
県
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

高
齢
期
の
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り

を
促
進
す
る
た
め
、
中
央
に
「
財
団
法

人
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
」
が
、
都

道
府
県
に
は
「
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く

り
推
進
機
構
」
が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
平
成
四
年
四
月
に
設
立

さ
れ
た
財
団
法
人
か
な
が
わ
と
も
し
び

財
団
（
以
下
、
財
団
）
が
、
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
の
も
と
、「
と

も
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
」
を
公
私
協

働
で
進
め
る
「
と
も
し
び
運
動
」
の
推

進
と
併
せ
、「
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り

推
進
機
構
」
の
役
割
を
十
年
に
渡
り
担

っ
て
き
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り

推
進
事
業
の
取
り
組
み
は
、
財
団
の
行

う
と
も
し
び
運
動
の
認
知
度
と
と
も

に
、
県
民
の
理
解
と
主
体
的
な
活
動
参

加
を
着
実
に
広
げ
、
運
動
体
と
し
て
の

成
果
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
更

な
る
発
展
を
願
い
、
ま
た
社
会
福
祉
法

に
、
改
め
て
地
域
福
祉
推
進
主
体
と
し

て
期
待
さ
れ
位
置
づ
け
ら
れ
た
社
協
の

機
能
強
化
と
、
運
動
体
と
し
て
の
充
実

全国健康福祉祭（ねんりんピック）のようす

シニアグループによる活動発表（かながわ高齢者文化祭）
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高
齢
者
自
身
の
取
り
組
み
を
支
え
る

を
図
る
た
め
、
財
団
と
県
社
協
が
組
織

一
体
化
し
た
の
は
本
年
四
月
の
こ
と
で

す
。こ
れ
に
よ
り
、
新
た
に
「
か
な
が
わ

長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、
セ

ン
タ
ー
）
を
設
置
し
、
明
る
く
活
力
あ

る
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、
事
業
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
高
齢
者
自
身

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
高
齢
者
自
身

を
始
め
と
し
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
高

齢
者
に
対
す
る
見
方
・
考
え
方
を
変
え

て
い
く
こ
と
。
そ
し
て
、
高
齢
者
の
尊

厳
を
守
り
高
め
て
、
高
齢
社
会
を
担
う

主
体
と
し
て
の
高
齢
者
観
を
確
立
す
る

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
だ
れ
も

が
孤
立
し
た
り
、
孤
独
な
気
持
ち
に
陥

り
、
引
き
こ
も
っ
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、だ
れ
も
が
地
域
の
一
員

と
し
て
、
健
康
で
い
き
い
き
と
社
会
に

参
加
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
機
会
を
捉

え
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
へ
の
啓
発
と

機
会
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、「
か
な
が
わ
高

齢
者
文
化
祭
」
の
開
催
や
「
全
国
健
康

福
祉
祭
」（
通
称：

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）

へ
の
選
手
団
派
遣
、
シ
ニ
ア
の
仲
間
づ

く
り
支
援
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
提
供
等
を
行

っ
て
い
き
ま
す
（
別
表
）。

　

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
団
体
は
も
と
よ
り
、
福
祉
・
保
健

・
医
療
や
ス
ポ
ー
ツ
、
マ
ス
コ
ミ
、
学

識
者
、
関
係
行
政
機
関
の
参
画
を
得
た

運
営
協
議
会
で
協
議
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。ま
た
個
別
事
業
に
つ
い
て

は
、
よ
り
多
く
の
関
係
者
の
参
画
に
よ

る
協
力
・
協
働
の
も
と
、
展
開
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

更
に
、
高
度
情
報
社
会
と
い
わ
れ
、

多
く
の
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
昨
今
に

お
い
て
は
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
情
報
提
供
に
、
力
を
注
い
で
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
媒

介
し
て
、
適
切
に
提
供
し
て
い
き
た
い

と
準
備
し
て
い
ま
す
。

活
力
あ
る
高
齢
社
会
の
実
現
へ

　
「
長
寿
社
会
対
策
大
綱
」
制
定
以
降
、

文
部
省
（
現
在
の
文
部
科
学
省
）
に
生

涯
学
習
局
が
開
設
さ
れ
、
各
種
施
策
を

展
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
関
係

省
庁
に
お
い
て
も
施
設
整
備
や
人
材
育

成
と
、
多
く
の
生
涯
学
習
講
座
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
自
身
の
学
習
意
欲
も
近
年
と

み
に
増
し
て
お
り
、
国
立
教
育
研
究
所

の
調
査
に
よ
る
と
、
入
門
よ
り
も
、
少

し
高
い
程
度
の
内
容
の
学
習
ニ
ー
ズ
が

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
学
習
を

通
じ
て
楽
し
み
や
充
実
感
が
増
し
、
交

友
関
係
が
広
が
り
、
仲
間
づ
く
り
が
進

ん
で
い
る
状
況
で
す
。

　

県
内
市
町
村
社
協
で
は
、
高
齢
者
を

中
心
と
し
た
健
康
保
持
、
趣
味
・
学
習

活
動
、
仲
間
づ
く
り
を
進
め
る
場
と
し

て
、「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

（
十
二
年
度
実
績
で
百
カ
所
超
）
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
身
近
な
場
を
、
学
習
や

仲
間
づ
く
り
の
場
所
と
し
て
活
用
し
て

い
く
こ
と
。
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
関

す
る
情
報
を
、
福
祉
や
生
涯
学
習
、
あ

る
い
は
教
育
の
領
域
を
超
え
て
、
一
元

的
に
提
供
で
き
る
状
況
を
作
る
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
セ
ン
タ
ー
と
市
町
村
行
政

の
関
係
部
局
、
市
町
村
社
協
、
地
域
の

関
係
団
体
等
と
の
協
働
の
も
と
、
情
報

交
換
や
連
携
を
積
極
的
に
図
り
、
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
仲
間
づ
く
り
や
活
動
内
容
に
つ

い
て
の
相
談
に
も
、
積
極
的
に
応
じ
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
、高
齢
者
自
身
が
明
る
く
、

活
力
あ
る
高
齢
社
会
の
実
現
の
担
い
手

と
な
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
か
な
が
わ
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
）

14年度のかながわ長寿社会開発センター事業

◇第１４回かながわ高齢者文化祭の開催（９／１４～１５）
　　高齢者の活力や文化的エネルギーを地域に広げ、新たな

社会参加のきっかけづくりを図るイベント。活動事例発

表、セカンドライフセミナー、世代間交流ニュースポーツ

体験、健康等各種専門相談等

◇第１回シルバー美術展（９／２０～２２）

◇全国健康福祉祭（ねんりんピック）ふくしま大会

への選手団派遣（１０／１９～２２）
　　高齢者を中心とするスポーツ、文化活動、健康、福祉等

に関する総合的な全国大会。卓球、テニス等１４種目に１１０

名の選手を、ふくしま大会に派遣

◇健康・生きがいづくりの情報提供（準備中）
　　http://www.nenrin.or.jp/kanagawa

◇シニアの仲間づくりの支援
　　グループ活動を立ち上げるシニアやグループ活動の運営

や内容の課題解決に向け、要請に応じアドバイザーを派遣

◇明るい長寿社会づくり推進機構関ブロ会議の開催

詳細は「かながわ長寿社会開発センター」まで
�０４５－３１１－８７３４・FAX０４５－３１２－６３０２
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秋
、
十
月
。
赤
い
羽
根
共
同
募

金
運
動
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
の
昭
和
二
十
二
年
か
ら
は

じ
ま
っ
た
こ
の
運
動
も
、
今
年
で

五
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も

に
、
共
同
募
金
の
配
分
先
も
多
様

化
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
、
地
域
で
は
住
民
同
士
が
お

互
い
に
助
け
あ
う
活
動
が
、
輪
を

拡
げ
て
い
ま
す
。

　

共
同
募
金
は
、
民
間
の
福
祉
を

支
え
る
社
会
福
祉
施
設
や
団
体
（ 

対
象
は
、
一
千
八
百
八
十
四
ヵ

所
） 
の
活
動
を
応
援
す
る
た
め
の

大
事
な
資
金
で
す
。

　

今
年
も
、
目
標
額
の
十
二
億
七

千
三
百
万
円
を
大
き
く
上
回
る
資

金
援
助
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
わ
か
り
あ

っ
て
、
ぜ
ひ
担
い
手
と
し
て
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
県
共
同
募
金
会

�　

－

　

－

６
３
３
９

０４５

３１２

あ
か
い
は
ね
共
同
募
金
、　

月
１
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
！

10
平成14年度にお寄せいただきます寄附金は、次の計画で県内の福祉活動を支援します。

①法定社会福祉施設へ １億5，000万円
　児童・障害者・高齢者福祉施設を利用する方々
のための、送迎用車両の整備や、各種設備の整
備に

②障害者地域作業所・生活ホームへ 7，500万円
　障害者の就労訓練用機器の整備や、生活支援の
ための各種備品類の整備に

③社会福祉団体へ 4，700万円
　障害者・高齢者・難病当事者団体、難民定住促
進団体、被虐待女性支援団体などの活動支援に

④在宅福祉サービス団体へ 5，600万円
　在宅高齢者・重度障害者の家事、介護、配食、
送迎サービスを推進する非営利団体の活動支援
に

⑤�

②�

⑧�

⑥�

①�

②�

③�
④�

⑤�

⑥�

⑦�

⑧�

⑤市区町村社会福祉協議会へ ３億6，055万円
　在宅福祉活動やボランティア団体の育成等、地域
福祉の推進を図る社会福祉協議会の活動支援に

⑥年末たすけあい援護活動へ ４億3，168万円
　市区町村を単位として実施される、生活支援を
要する世帯のための激励事業等に

⑦災害時の準備金として 1，251万円
　国内で発生する地震・風水害等、大規模災害時
の被災地支援のために

⑧共同募金を推進するために １億4，026万円
　“たすけあいの心”を普及するための「小・中学
生福祉作文コンクール」の実施や、共同募金実
施のための各種資材の制作に

●共同募金の支援対象施設・団体：1，884 ヵ所

平成14年度配分計画額
12億7，300万円

支
援
費
制
度
を
上
手
に
活
用
し
て
生
活
の
達
人
に
な
ろ
う

�「
療
護
施
設
と
人
権
シ
ン
ポ
＆
全
国
交
流
集
会
」開
催
さ
れ
る
�

　

去
る
八
月
二
十
四
・
二
十
五
日
、
来

年
度
実
施
の
支
援
費
制
度
を
ど
う
有
効

活
用
し
て
い
く
か
を
考
え
よ
う
と
、
全

国
の
療
護
施
設
利
用
者
や
関
係
者
が
集

う
、
第
六
回
療
護
施
設
と
人
権
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
＆
全
国
交
流
集
会
（
主
催：

療

護
施
設
自
治
会
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
他
）

が
、
県
社
会
福
祉
会
館
（
横
浜
市
神
奈

川
区
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
、
基
調
報
告
の
後
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
め
ざ
せ
生
活
の
達
人
！
契
約

時
代
を
ど
う
生
き
る
の
か
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
小
室
清

吾
氏
（
厚
生
労
働
省
障
害
福
祉
課
長
補

佐
）
か
ら
、
支
援
費
制
度
の
目
指
す
サ

ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
説
明
。

ま
た
、
伊
藤
勇
一
氏
（
全
国
身
体
障
害

者
施
設
協
議
会
副
会
長
）
か
ら
は
、
よ

り
良
い
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
た
協
議

会
の
検
討
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
峰
和
守
氏
（
療
護
施
設
自
治
会
全

国
ネ
ッ
ト
会
長
）
か
ら
は
「
施
設
と
利

用
者
と
の
間
の
『
本
位
』
に
対
す
る
意

識
を
共
通
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、多

岐
に
渡
る
個
別
支
援
は
難
し
い
」
更
に

鈴
木
治
郎
氏
（
県
障
害
者
自
立
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）
か
ら
は
、「
選

択
の
自
由
が
得
ら
れ
て
も
、
実
際
に
地

域
で
活
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は
無
い
に

等
し
い
の
が
現
状
。
今
後
は
幅
広
い
サ

ー
ビ
ス
を
、
当
事
者
の
積
極
的
な
参
加

の
も
と
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

る
」等
の
意
見
や
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
権
利
保
障
や
施
設
の
選

択
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
活
用
方
法
等
、

関
心
の
高
い
項
目
を
テ
ー
マ
に
、
分
科

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
、

様
々
な
不
安
や
疑
問
が
寄
せ
ら
れ
た
反

面
、「
自
己
管
理
や
自
己
責
任
も
し
っ

か
り
し
な
け
れ
ば
」
な
ど
の
建
設
的
な

意
見
も
上
が
り
、
真
の
自
由
の
獲
得
に

向
け
、
一
人
ひ
と
り
が
着
実
に
前
進
し

て
い
る
よ
う
す
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

（
企
画
課
）

◆
実
行
委
員
会（
丹
沢
自
律
生
活
セ
ン
タ
ー
）

�
０
４
６
３－

　

－

３
３
０
０（
担
当
伊
藤
）

７５

　

０
４
６
３－

　

－

３
３
７
７

FAX

７５

夢、人の輪
、

支えあい

参加者からは制度充実を願う熱い声が寄せられた
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私
の
母
が
、
一
昨
年
六
月
に
九
十
一

歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。
そ
の
告

別
式
に
、
こ
の
詩
を
朗
読
し
、
天
国
に

送
り
ま
し
た
。

　

か
つ
て
私
は
、
障
害
を
母
の
せ
い
に

し
、
母
を
責
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
母
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
仏

壇
を
整
理
し
ま
し
た
ら
、
仏
典
の
裏
に

「
が
ま
ん
す
る
ん
だ
よ
」「
が
ま
ん
す
る

ん
だ
よ
」
の
言
葉
が
書
い
て
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
私
は
思
っ
た
の
で
す
。

　
「
親
は
子
を
選
べ
ず
、
子
も
親
を
選

べ
ず
」
…
と
、
私
だ
け
で
な
く
、
母
も

苦
し
ん
で
い
た
の
だ
と
�
。

　
「
僕
」
と
い
う
人
間
の
生
命
が
、
母
の

体
内
に
宿
っ
た
時
、
母
と
僕
の
お
互
い

の
心
臓
の
音
が
…
血
の
つ
な
が
り
と
し

て
…
僕
に
は
聞
こ
え
て
い
た
。
人
間
と

し
て
の
絆
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
生
命
の

誕
生
を
お
互
い
に
わ
か
ち
あ
っ
た
者
と

し
て
、
ど
う
し
て
母
だ
け
を
責
め
ら
れ

よ
う
か
。

　

よ
う
や
く
私
も
「
生
き
て
い
る
」
の

で
は
な
く
、「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
存
在

と
悟
り
得
た
。
せ
め
て
母
の
生
前
に
思

い
を
こ
め
て
云
い
た
か
っ
た
。

　
「
生
き
る
糧
」を
与
え
て
く
れ
た
僕
の

大
切
な
母
へ
�

　
「
生
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
」

（
大
石
忠
）

�投稿をお寄せください�
　「福祉について思うこと」をテー
マにした投稿をお待ちしています。
他のテーマや今まで本紙に掲載し
てきた内容への意見でも結構です。
　７００字を目安にしますが、分量は
問いません。匿名でも結構です。
　原稿は郵送などで、県社協企画
課タイムズ係へお送りください。

FAX　０４５－３１２－６３０２
Mail　kikaku@jinsyakyo.or.jp

第　

回
神
奈
川
県
社
会
福
祉
研
究
発
表
大
会
発
表
者
募
集
の
お
し
ら
せ

41

　

平
成
十
五
年
二
月
十
四
日
に
開
催
予
定
の
本
大
会
で
の
発
表
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
研
究
発
表
大
会
は
、福
祉
従
事
者
の
方
々
の
主
体
的
・
自
主
的
研
究
活
動
の
支
援
と
、

そ
の
研
究
成
果
の
普
及
・
普
遍
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◇
期
日
＝
平
成　

年
２
月　

日
貊

１５

１４

◇
会
場
＝
県
社
会
福
祉
会
館

◇
発
表
内
容
＝
県
内
在
勤
の
福
祉
・
保

健
・
医
療
関
係
従
事
者
に
よ
る
研
究

又
は
実
践
発
表
で
あ
れ
ば
自
由

◇
発
表
形
式
＝
口
頭
発
表
（
分
科
会
形

式
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
も

と
で
の
発
表
）
も
し
く
は
展
示
発
表

（
掲
示
物
等
に
よ
る
発
表
）
※
形
式

に
つ
い
て
は
、
別
途
協
議
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◇
応
募
〆
切
り
＝　

月　

日
貅　

１０

３１

　

な
お
発
表
者
は
、
研
修
研
究
支
援
事

業
推
進
委
員
会
で
審
査
、決
定
の
上
、後

日
文
書
に
て
通
知
い
た
し
ま
す
。

〔最近発表の主なテーマ〕

〈介護保険・高齢者・ケアマネジメント〉
＊精神障害者のケアマネジメントについて
＊介護保険と身障者施策に関する一考察
＊身体拘束ゼロに向けての取組み

〈権利擁護〉
＊施設職員のアドボケーティングの視点
＊連絡帳とケース記録のあり方

〈人材育成〉
＊スーパービジョンの実演と勉強会の取組み
と課題

〈障害〉
＊利用者のニーズに沿ったグループワークの
試み

＊知的障害者の参政権行使に関する支援につ
いて

〈児童〉
＊地域に根ざした子育て支援の取組みとこれ
からの課題

＊児童養護施設における心理療法導入とその
実践報告

〈地域福祉〉
＊地域生活に向けた支援プログラム―社会生
活自立実習プログラム―

＊複合的な問題を抱えるケースに対する地域
支援に向けた取組みについて

◇
問
い
合
せ
＝
か
な
が
わ
福
祉
人
材
研

修
セ
ン
タ
ー
研
修
研
究
課

　

�　

－

　

－

１
４
２
９

０４５

３１１

　
　
　

－

　

－

０
７
３
７

FAX
０４５

３１３

分科会での発表風景
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中
心
に
、
二
十

一
世
紀
の
乳
児

院
の
あ
り
方
と

展
望
を
、
今
後

の
指
針
と
し
て

あ
げ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ

れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
「
乳

幼
児
の
権
利
擁

護
・
代
弁
者
」

を
テ
ー
マ
に
、

自
立
援
助
ホ
ー

　

去
る
七
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け
て
、

パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
横
浜
（
横
浜
市
中
区
）

を
会
場
に
、
第
三
十
八
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
乳
児
院
研

究
協
議
会
が
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
乳
児
院
協
議
会
、
本

会
・
児
童
福
祉
施
設
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
、
乳
児

院
施
設
長
な
ど
関
係
者
約
百
二
十
名
の
参
加
を
得
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
一
日
目
は
、
開
会
式
後
、
全
国
乳
児
福
祉
協
議

会
の
内
藤
順
敬
会
長
よ
り
、
今
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ

る
「
変
革
期
に
お
け
る
乳
児
院
の
あ
り
方
」
と
題
し
、

会
長
指
針
が
あ
り
ま
し
た
。
内
藤
会
長
は
、
社
会
福

祉
基
礎
構
造
改
革
に
よ
る
新
制
度
で
あ
る
自
主
評
価

や
情
報
開
示
等
の
実
施
状
況
の
検
証
と
、
新
た
に
実

施
さ
れ
る
第
三
者
評
価
な
ど
の
方
法
、
効
能
な
ど
を

ム
遠
藤
浩
施
設
長
、
小
圷
淳
子
弁
護
士
、
東
京
都
立

母
子
保
健
院
小
児
科
山
崎
知
克
医
師
を
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
に
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
事
例
を
交
え
た

意
見
・
提
案
が
あ
り
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換
が
活

発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
日
目
は
、
昨
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
シ
ン
ポ

ジ
ス
ト
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
助
言
者
と
し
て
招

き
、「
奪
わ
れ
た
子
ど
も
期
の
回
復
を
め
ぐ
っ
て
」、

「
措
置
・
契
約
と
親
権
」、「
乳
幼
児
虐
待
事
例
に
対

す
る
初
期
介
入
と
乳
児
院
の
役
割
」
の
三
つ
の
分
科

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
各
施
設
で
取

り
組
ん
で
い
る
事
例
な
ど
を
発
表
し
合
い
、
課
題
解

決
に
向
け
て
の
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

物
言
え
ぬ
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
ア
ド
ボ
ケ

ー
タ
ー
（
代
弁
者
）
と
な
る
た
め
に
、
乳
児
院
で
働

く
職
員
・
関
係
者
と
し
て
何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
を

学
ん
だ
二
日
間
で
し
た
。

（
社
会
福
祉
事
業
課
）

　

県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
以
下
、
県
民
児

協
）
で
は
、
去
る
七
月
二
十
四
・
二
十
五
日
、
八
月

一
・
二
日
の
四
日
間
、
昨
年
十
二
月
の
一
斉
改
選
で
、

新
た
に
地
区
民
児
協
の
会
長
と
な
っ
た
民
生
委
員
児

童
委
員
を
対
象
に
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
「
こ
れ
か
ら
の
民
生
委
員
児
童
委
員
活

動
」
と
「
民
児
協
に
お
け
る
会
長
の
役
割
」
に
つ
い

て
、
県
民
児
協
山
本
哲
雄
会
長
、
大
石
芳
文
顧
問
に

よ
り
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

両
氏
か
ら
は
、「
今
、
民
生
委
員
児
童
委
員
に
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
何
か
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、

福
祉
動
向
に
関
心
を
持
つ
努
力
を
し
て
欲
し
い
」
ま

た
、「
会
長
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
認
識
を
持
ち
、
自

身
の
成
長
が
他
の
民
生
委
員
の
成
長
（
共
育
）
に
も

繋
が
る
」
等
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
事
例
発
表
で
は
、
お
二
人
の
会

長
に
「
定
例
会
運
営
の
考
え
方
」
を
テ
ー
マ
に
、
発

表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
民
児
協
運
営
上
の
悩
み
や
課
題
に
つ

い
て
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は

っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」
な
ど
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、
児
童
問
題
等
を
中
心
に
講
義
と
事
例

発
表
を
行
い
、
翌
日
の
最
終
日
に
は
、
県
か
ら
地
域

福
祉
計
画
策
定
に
係
る
講
義
が
あ
っ
た
後
、
研
修
に

三
日
以
上
出
席
さ
れ
た
九
十
九
名
の
方
に
、
修
了
証

書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
民
児
協
で
は
、
新
会
長
の
活
躍
を
期
待
す
る
と

と
も
に
、
今
後
も
地
域
の
活
動
に
活
か
せ
る
研
修
事

業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
県
民
児
協
）

同
じ
立
場
と
い

う
こ
と
も
あ
っ

て
か
、
活
発
に

意
見
を
交
わ
す

よ
う
す
が
伺

え
、
発
表
の
場

で
は
、「
研
修

会
等
を
開
催

し
、
資
質
の
向

上
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ

る
」「
民
生
委
員

相
互
の
和
を
保

チ
ル
ド
レ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
を
目
指
す
社
会
へ

　

�
第　

回
関
ブ
ロ
乳
児
院
研
究
協
議
会
を
開
催
�

３８

こ
れ
か
ら
の
地
区
民
児
協
活
動
へ
の
期
待

　

�
新
任
地
区
民
児
協
会
長
研
修
会
を
開
催
�

開会あいさつをする長井晶子神奈川県実行委員長

事例発表のようす
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図 書

★援助するということ～社会福祉実践を支
える価値規範を問う（古川孝順他､有斐閣）
★高齢者の在宅タ－ミナルケア～その人ら
しく生きることを支える（嶺学・時田純・
季羽倭文子他、御茶の水書房）
★自治体は高齢者介護にどう責任を持つの
か～福祉事務所・ホ－ムヘルパ－と相談・
援助活動（石川満他、萌文社）
★暮らしのハンドブック～脳血管障害の先
輩から後輩へ（グル－プ・ピアズ）
★まちづくりの中の精神保健・福祉～居宅
型支援システム（岡村正幸、高菅出版）
★障害をもつ人にとっての生活の質（ロイ
Ｉ．ブラウン著・中園康夫他訳､相川書房）

資 料

★経営者部会調査研究委員会報告書～苦情
解決事業モデル実施要綱及び苦情解決、サ
－ビス自己評価への取り組み状況調査集計
（本会）
★成年後見制度と地域福祉権利擁護事業の
利用状況調査報告書（呆け老人をかかえる
家族の会）
★「ふれあい・子育てサロン」活動の開発
のための調査研究報告書／ホ－ムレス支援
と地域福祉～ホ－ムレスを支援する市民福
祉活動と社協／地域福祉計画・支援計画の
考え方と実際（全社協）
★横浜市子ども虐待防止ハンドブック（横
浜市子育てＳＯＳ連絡会､中央児童相談所）
★地域福祉の推進について～答申（県社会
福祉審議会）
★精神障害者の地域生活支援に向けた取り
組みのための調査報告書（岡山県社協）
★みなとまち健康互助会〔外国人医療〕資
料集（神奈川県勤労者医療生協港町診療所）
★外国人のための医療機関リスト～神奈川
県（県県民部国際課）
★ホ－ムヘルパ－の現状～労働条件と職業
意識のアンケ－ト調査（かながわ女性会議）

本会「福祉資料室」がこの１カ月間に収集
した主なものを掲載しました。福祉資料室
には閲覧室があり、文献検索、資料利用相
談、貸出し等のサービスも行っています。
◆利用時間：月曜日～金曜日（第３金曜、
祝日、年末年始等を除く）の９時～17時
◆貸出し：２週間３冊まで
◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
URL http://www.progress.co.jp/members/jinsyakyo/tosyo/
（ＨＰでも図書・資料の検索ができます）

図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料図書・資料
障
害
者
・
高
齢
者
の
権
利
擁
護
特
別
相
談
会

◇
内
容
＝
弁
護
士
・
福
祉
専
門
相
談
員
が
、
権

利
侵
害
や
虐
待
、
財
産
管
理
な
ど
権
利
擁
護
に

関
わ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
※
①
の
会
場
で
は

講
演
会
「
成
年
後
見
制
度
の
実
際
」
を
併
せ
て

開
催
し
ま
す
〈　

月
８
日
貊　

時
〜　

時
〉。

１１

１４

１６

◇
日
時
＝
①　

月
８
日
貊
・
９
日
貍　

時
〜　

１１

１３

１７

時
、
②　

月　

日
貍　

時
〜　

時

１１

１６

１０

１７

◇
会
場
＝
①
鎌
倉
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
②
相
模
原

市
あ
じ
さ
い
会
館

◇
申
込
み
＝
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
（
相
談
・
参
加
費
無
料
）。

◇
問
合
せ
＝
か
な
が
わ
権
利
擁
護
相
談
セ
ン
タ

ー
「
あ
し
す
と
」

�　

－

　

－

１
１
２
１　

内
線
３
５
５
７

０４５

３１２

　
　

－

　

－

３
５
５
９

FAX
０４５

３２２

福
祉
施
設
等
就
職
相
談
会

◇
日
時
＝
①　

月
２
日
貍
、
②　

月　

日
貊
い

１１

１１

２９

ず
れ
も　

時　

分
〜　

時

１３

３０

１７

◇
会
場
＝
①
厚
木
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階

ホ
ー
ル
、
②
横
浜
文
化
体
育
館

◇
参
加
施
設
＝
①
約　

施
設
、
②
約　

施
設

４０

１００

◇
求
人
申
込
み
〆
切
り
＝
①　

月　

日
貅
ま

１０

１０

で
、
②　

月　

日
豺
ま
で

１１

１１

◇
求
職
＝
事
前
申
込
み
不
要
。
直
接
会
場
へ

◇
問
合
せ
＝
か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

�　

－

　

－

１
４
２
８

０４５

３１１

　
　

－

　

－

４
５
９
０

FAX
０４５

３１３

成
年
後
見
の
個
別
相
談
と
公
開
セ
ミ
ナ
ー

◇
内
容
＝
社
会
福
祉
士
・
弁
護
士
・
司
法
書
士

に
よ
る
、
個
別
相
談
会
と
公
開
セ
ミ
ナ
ー
（
相

談
・
参
加
費
無
料
）

◇
日
時
＝
①　

月
５
日
貍
、
②　

月　

日
貍
、

１０

１０

１２

③　

月
９
日
貍
い
ず
れ
も
個
別
相
談　

時
〜

１１

１０

（
予
約
制
）、
公
開
セ
ミ
ナ
ー　

時
〜

１３

◇
会
場
＝
①
横
須
賀
市
総
合
福
祉
会
館
、
②
厚

木
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
③
川
崎
市
中
小
企

業
婦
人
会
館

◇
問
合
せ
＝
譖
神
奈
川
県
社
会
福
祉
士
会

�　

－

　

－

２
０
４
５
（
平
日
９
時
〜　

時
）

０４５

３１７

１７

　
　

－

　

－

２
０
４
６

FAX
０４５

３１７

第　

回
神
奈
川
県
里
親
大
会

17
◇
内
容
＝
「
子
ど
も
―
私
達
の
希
望
・
喜
び
�

里
親
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
テ
ー
マ
に
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

等
の
開
催
（
入
場
無
料
）

◇
日
時
＝　

月　

日
貍　

時
〜　

時　

分

１０

２６

１３

１６

３０

◇
会
場
＝
海
老
名
市
文
化
会
館

◇
問
合
せ
＝
県
立
総
合
療
育
相
談
セ
ン
タ
ー

�
０
４
６
６－

　

－

５
７
０
０

８４

　

０
４
６
６－

　

－

２
９
７
０

FAX

８４

社
会
福
祉
･
医
療
事
業
団「
地
方
分
助
成
」

◇
概
要
＝
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
基
金
、
子
育

て
支
援
基
金
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
支
援
基
金
に

よ
る
助
成
金
。
一
件　

万
円
上
限

２００

◇
対
象
＝
社
会
福
祉
に
関
す
る
事
業
を
行
う
法

人
又
は
団
体
。
平
成　

年
度
（
単
年
度
）
完
結

１５

事
業
で
、
調
査
・
研
究
事
業
は
対
象
外
。

◇
〆
切
り
＝　

月　

日
貅
消
印
有
効

１０

３１

◇
問
合
せ
＝
①
横
浜
市
域
の
団
体
（
横
浜
市
社

協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
�　

－

　

－

８

０４５

２０１

６
２
０
）、
②
川
崎
市
域
の
団
体
（
川
崎
市
社
協

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
振
興
セ
ン
タ
ー
、
�　

－０４４

　

－

３
５
６
３
）、
③
県
内
の
他
地
域
の
団
体

２４４（
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
�　
０４５

－

　

－

１
１
２
１
内
線
３
２
４
２
）

３１２
寄
託
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
寄
託
金
】（
敬
称
略
）

▽
譖
神
奈
川
県
タ
ク
シ
ー
協
会
▽
田
中
良
平

（
計
一
、
〇
〇
三
、
〇
〇
〇
円
）

【
寄
託
品
】（
敬
称
略
）

▽
神
奈
川
県
定
年
問
題
研
究
会
▽
宝
酒
造
㈱
南

関
東
支
社
▽
七
宮
房
江
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前
回
は
、「
株
式
会
社
ニ
ッ
ポ
ン
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ズ
」
を
紹
介
し
、
個
々
の

社
員
が
達
成
感
と
充
実
感
を
育
み
、
自
己
実
現
を
遂
げ
る
こ
と
の
で
き
る
職
場
を
創
造

し
て
い
く
こ
と
の
意
義
と
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
は
、
前
回
ま
で
の
組
織
や
職
員
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
利
用
者
本

位
の
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
事
柄
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
今
月
は
、「
日
本
鋼
管

病
院
」（
川
崎
市
川
崎
区
）
を
訪
ね
、
病
院
と
患
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
に
行
う
、

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
と
い
う
関
係

企
業
の
姿
勢
か
ら
学
ぶ
も
の
眇

連載

日本鋼管病院
創　　業：昭和１２年２月
院　　長：水野嘉夫
診療科目： 内科、精神神経科、外
科、リハビリテーション科、産婦
人科、眼科、泌尿器科、放射線科、
小児科、地域医療科、整形外科、
スポーツ整形外科、耳鼻咽喉科、
皮膚科、歯科、麻酔科、特殊外来
（手・リウマチ、呼吸器、アレル
ギー、神経内科、乳腺）
所　在　地：〒２１０－０８５２
川崎市川崎区鋼管通１丁目２番１号

�０４４－３３３－５５９１（大代表）
URL：http://www.nkk-hospital.com/

　

今
、
医
療
の
現
場
で
は
「
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
」（
以
下
、
Ｉ
Ｃ
）

を
重
視
し
、
医
師
主
導
の
医
療
か
ら
、

患
者
の
自
己
決
定
に
基
づ
く
医
療
へ
と

転
換
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
説
明
と
同
意
」と
和
訳
さ
れ
て
い
る

こ
の
言
葉
で
す
が
、
我
が
国
で
も
、
一

九
六
〇
年
の
後
半
頃
か
ら
紹
介
さ
れ
始

め
ま
し
た
。
世
界
的
な
歴
史
を
た
ど
っ

て
み
る
と
、
戦
中
戦
後
に
、
臨
床
研
究

と
い
う
名
の
元
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
人

体
実
験
や
医
学
研
究
、
新
薬
開
発
等
で

の
、
非
人
道
的
、
反
倫
理
的
な
行
為
の

反
省
と
、
ア
メ
リ
カ
で
の
人
種
差
別
反

対
運
動
や
女
性
解
放
運
動
の
よ
う
な
、

一
連
の
権
利
運
動
の
中
か
ら
生
ま
れ
て

き
た
経
緯
が
あ
る
よ
う
で
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
企
業
病
院
と
し
て

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
歴
史

　

日
本
鋼
管
病
院
（
以
下
、
鋼
管
病
院
）

は
、
鉄
鋼
や
造
船
事
業
等
に
よ
り
日
本

の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
て
き
た
、
Ｎ

Ｋ
Ｋ
（
日
本
鋼
管
㈱
）
の
社
員
の
た
め

に
、
一
九
一
八
年
に
川
崎
市
大
島
に
誕

生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
一
九
三
七
年
に

は
現
住
所
へ
移
転
し
、
Ｎ
Ｋ
Ｋ
社
員
だ

け
で
な
く
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
病

院
を
目
指
す
川
崎
市
初
の
総
合
病
院
と

し
て
新
た
に
創
立
し
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
方
々
に
、当
院
に
来
て
良
か

っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
病
院
作
り
を

目
指
し
、『
患
者
さ
ん
中
心
の
全
人
的

医
療
』『
誠
意
を
も
っ
て
人
々
に
奉
仕
す

る
医
療
』『
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
』
を

基
本
理
念
と
し
、
医
療
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
安
全
で
良
質
な
医
療
の
提
供

は
も
と
よ
り
、
病
院
職
員
全
て
が
患
者

さ
ん
の
身
に
な
り
、
思
い
を
込
め
て
対

応
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
現

在
で
は
入
院
・
外
来
と
も
に
九
〇
％
以

上
の
方
が
、
Ｎ
Ｋ
Ｋ
以
外
の
一
般
の
方

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
」
と
院
長
の
水

野
嘉
夫
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

病
と
戦
う「
協
同
体
」と
な
る
た
め
に

　

鋼
管
病
院
は
、
救
急
指
定
医
療
機
関

と
し
て
、
地
域
医
療
の
中
核
的
役
割
を

担
う
傍
ら
、
健
康
診
断
や
健
康
医
学
講

座
な
ど
を
通
じ
、
地
域
と
の
関
係
を
深

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
診
療
所
と

の
連
携
や
併
設
す
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
協
力
し
な
が
ら
、
在
宅
医
療

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
医
療

を
提
供
し
て
い
く
に
は
、
医
師
と
の
意

識
の
格
差
を
埋
め
て
い
く
努
力
が
不
可

欠
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
、
患
者
さ
ん
が
ま
る
で
父

親
に
従
う
『
子
ど
も
』
の
よ
う
に
、
医

師
に
治
療
の
全
て
を
任
せ
き
り
に
し
て

し
ま
う
。
こ
れ
を
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム

（
父
権
的
温
情
主
義
）
と
い
う
の
で
す

が
、
そ
の
よ
う
な
依
存
す
る
関
係
で
は

い
け
な
い
。
で
は
逆
に
、
患
者
さ
ん
を

サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
考
え
、『
お
客
様

と
従
者
』
の
よ
う
な
関
係
で
あ
れ
ば
い

い
か
と
い
う
と
、
そ
れ
も
否
だ
と
思
い

ま
す
。
当
院
で
は
、
患
者
さ
ん
と
医
師

は
共
に
手
を
携
え
病
気
と
戦
う
『
協
同

体
』
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

基
本
理
念
の
中
の
『
全
人
的
医
療
』
と

は
、
病
気
の
背
景
に
あ
る
、
患
者
さ
ん

の
心
の
状
態
や
経
済
的
・
社
会
的
な
事

情
、
そ
し
て
将
来
の
こ
と
ま
で
を
包
括

し
て
考
え
な
が
ら
最
善
の
医
療
を
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
気
持
ち
を
常
に

忘
れ
ず
診
療
に
努
め
る
こ
と
で
、
患
者

さ
ん
は
医
師
と
の
対
等
な
関
係
の
中
で

不
安
や
悩
み
、
疑
問
に
思
う
こ
と
な
ど

を
打
ち
明
け
、
ま
た
、
医
師
あ
る
い
は

他
の
医
療
従
事
者
は
、
患
者
さ
ん
を
自

分
の
家
族
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
け

る
。
そ
ん
な
関
係
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
水
野
さ
ん

の
視
線
は
、
常
に
聞
き
手
の
目
の
高
さ

に
あ
り
ま
す
。

キ
ュ
ア
か
ら
ケ
ア
の
医
療
を
目
指
し

　

患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
人
生
を
尊

び
な
が
ら
、
積
極
的
な
協
力
体
制
を
築

い
て
い
く
。
そ
の
姿
勢
は
Ｉ
Ｃ
を
考
え

「看護の日フェアー」の一コマ。医療を通じ
患者さんとのふれあいを深めていく
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　わが国では、知的障害者が地域の中で自立
して生活していくことは、まだまだ難しいこ
とのように思われています。例えば、施設入
所者が地域のグループホームでの生活を希望
した場合、親や施設は「料理は自分で作れる
のか」「外出は１人でできるのか」「給料はき
ちんともらえるのか」「他人に迷惑を掛けない
で生活できるのか」など、彼・彼女らができ
ないことを探して、少しでも困難があると施
設での生活を継続させようとします。親や施
設にしてみれば、本人の保護を考えてのこと
なのでしょうが、果たして、一人で何もでき
ないと、地域の中で自立生活を送ることはで
きないのでしょうか。
　先日「　I　am　Sam（アイ　アム　サム）」と
いう映画を観ました。主人公のサムは、知的
能力が７歳程度で、自分１人で満足に買い物
もすることができません。７歳になった娘の
勉強を、十分に見てあげることもできませ
ん。日常生活で失敗も多々あります。そこで
サムの養育能力に疑問を持った福祉局は、サ
ムの親権を奪い、娘を保護しようとしまし
た。しかし、サムには地域の中に、友人や職
場の仲間がいました。地域の仲間が連携して
サム親娘の自立生活を支え、またその存在
が、地域に新たな連帯感を招きました。
　地域に受け皿がないから、施設の中で保護
せざるを得ないと言うことがあります。しか
し、施設の中で保護しているからこそ、地域
に受け皿ができていかないのです。地域の中
で問題と正面から向き合い、試行錯誤してい
くことによって、人と人とのつながりがで
き、地域の連携が生み出され、受け皿が作ら
れていくのです。地域のあり方が福祉を変え
るのではなく、福祉のあり方が地域を変えて
いくのです。
　安心して住みやすい地域を作っていくため
に、これからも福祉のあるべき姿を考えてい
きたいと思っています。

「地域を変える」

弁護士・社会福祉士
 千  木  良 　 正 　
ち ぎ ら ただし
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今月のまとめ�

今月のまとめ�
　

今
回
の
Ｉ
Ｃ
と
い
う
テ
ー
マ
は
、

今
後
福
祉
施
設
に
お
い
て
も
、
積
極
的

に
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

福
祉
施
設
に
お
い
て
、
以
外
に
説
明

と
同
意
が
な
さ
れ
て
い
な
い
事
柄
に
、

「
利
用
料
」
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
医
療
機
関
で
も
同
様
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
事
柄
で
も
あ
り
ま
す
。
利
用
料

の
支
払
い
の
際
に
、
金
額
だ
け
明
示

し
、
説
明
を
求
め
ら
れ
て
も
「
制
度
で

決
ま
っ
て
い
ま
す
」
な
ど
と
返
事
し
て

し
ま
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
医
療
業
界
で
は
、
Ｉ
Ｃ
と
と
も

に
「
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
の
必
要

性
も
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
現

在
の
治
療
に
不
安
が
あ
っ
た
り
、
も
っ

と
他
の
意
見
や
情
報
を
聞
き
た
い
と
思

っ
た
時
に
、
現
在
か
か
っ
て
い
る
医
療

機
関
や
主
治
医
を
通
じ
、
他
の
医
療
機

関
や
専
門
医
に
意
見
を
聞
く
と
い
う
も

の
で
す
。
極
端
な
話
、
そ
の
結
果
別
の

医
療
機
関
へ
転
院
す
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
え
る
の
で
す
。
し
か
し
そ
こ
に

は
、
患
者
さ
ん
の
真
の
「
選
択
」
と

「
同
意
」
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

対
等
な
関
係
を
築
く
取
り
組
み
を
、

積
極
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

様
々
な
経
験
に
基
づ
く
専
門
性
と
、
自

信
が
な
け
れ
ば
成
し
得
な
い
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

聞
け
ば
答
え
る
で
は
な
く
、
専
門
家

と
し
て
、
利
用
者
側
の
立
場
に
た
っ
た

説
明
、
情
報
提
供
、
そ
し
て
双
方
の
同

意
へ
と
結
び
付
け
て
行
く
こ
と
。
そ
れ

が
選
ば
れ
る
施
設
に
繋
が
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。

（「今月のまとめ」協力）㈱川原経営総合センター福祉経営指導一部
�03－3289－0867　URL:http://www.kawahara-group.co.jp/

る
時
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
事
柄
の

一
つ
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
「
医
師
が
診
断
内
容
や
治
療
方
法
を

説
明
し
、
患
者
さ
ん
の
同
意
と
意
志
を

書
面
で
確
認
す
る
。
そ
の
行
為
の
こ
と

を
Ｉ
Ｃ
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ

う
な
手
続
き
を
踏
ん
で
い
く
こ
と
も
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
本
当
に
大

切
な
こ
と
は
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
過

程
が
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
時
間
や
手
間
を
か
け
た
説
明
を
、

継
続
し
て
行
っ
て
き
て
い
る
か
。
話
し

方
や
情
報
の
提
供
方
法
が
、
個
々
の
患

者
さ
ん
の
病
状
や
置
か
れ
て
い
る
状
況

に
合
わ
せ
た
も
の
で
、
そ
の
都
度
十
分

納
得
で
き
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
か
。

ま
た
、
今
後
の
経
過
に
合
わ
せ
、
ど
う

支
援
し
て
い
く
か
を
き
ち
ん
と
伝
え
て

い
る
か
も
問
題
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
医
師
以
外
の
職
員
や

説
明
を
希
望
す
る
家
族
等
が
、
ど
の
位

診
療
経
過
の
中
で
関
わ
り
を
持
ち
、
患

者
に
対
す
る
認
識
を
共
有
し
て
き
た
か

も
、
チ
ー
ム
医
療
を
行
う
上
で
は
重
要

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
病
院
全
体
で

患
者
さ
ん
の
自
己
決
定
を
支
え
て
い
け

る
よ
う
、
個
々
の
職
員
が
、
様
々
な
経

験
や
感
性
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

科
学
で
証
明
さ
れ
な
い
病
気
は
少
な

く
な
り
つ
つ
あ
る
現
代
に
、
先
人
の
言

葉
『
病
気
を
診
ず
し
て
病
人
を
診
よ
』

の
意
味
を
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（

企
画
課
）
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商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
賢
く
選
ん
で
豊
か
な
生
活
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
神
奈
川
県
消
費
者
の
会
連
絡
会（
横
浜
市
神
奈
川
区
）

神
奈
川
県
消
費
者
の
会
連
絡
会　
　
　

連
絡
先
�　

－

　

－
２
３
２
２　
　
　

０４５

４６１

e-m
ail
kenshourren@

m
tj.biglobe.ne.jp

※
加
盟
団
体
、
個
人
会
員
申
込
み
等
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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－社会福祉施設の設計管理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８

TEL ０３（３４４９）１７７１�／FAX ０３（３４４９）１７７２
E－mail：yasue-a@nifty.com 新築・増築・改修等お気軽にご相談ください

　

最
近
、
悪
質
商
法
の
横
行
や
食
品
偽

装
、
環
境
汚
染
な
ど
、
消
費
者
の
信
頼

や
安
全
を
揺
る
が
す
事
件
、
問
題
が
、

新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
消
費
者
が
自
ら
の
権
利
を

侵
さ
れ
る
こ
と
な
く
安
全
で
、
豊
か
な

暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
消
費
者
被
害

の
救
済
や
未
然
防
止
に
向
け
活
動
し
て

い
る
、「
神
奈
川
県
消
費
者
の
会
連
絡

会
」（
略
称：

神
奈
川
県
消
連
）
代
表
の

村
田
さ
ん
と
事
務
局
の
真
木
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

積
極
的
で
自
立
し
た
消
費
者
が
増
え
る
よ
う
に

　

神
奈
川
県
消
連
は
昭
和
四
十
九
年
に

設
立
以
来
、
県
内
の
消
費
者
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
「
活
動
を
始
め
て
三
十
年
余
り
に
な

り
ま
す
が
、
い
つ
の
時
代
に
も
悪
質
な

商
法
は
存
在
し
て
い
ま
す
。
特
に
最
近

で
は
、
Ｓ
Ｆ
商
法
（
食
料
品
等
を
格
安

で
売
る
と
会
場
に
誘
い
込
み
、
異
常
な

雰
囲
気
を
作
り
あ
げ
て
高
級
な
布
団
な

ど
を
売
り
つ
け
る
）や
か
た
り
商
法（
消

防
署
や
ガ
ス
会
社
等
の
職
員
の
よ
う
な

服
装
で
各
戸
を
訪
問
し
、
工
事
代
金
な

ど
を
不
当
に
請
求
す
る
）、
無
料
診
断

題
も
、
次
第
に
複
雑
で
深
刻
な
も
の
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
神
奈
川

県
消
連
で
は
、
平
成
十
二
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

（
特
定
非
営
利
法
人
）の
認
証
を
受
け
、

こ
れ
ま
で
の
団
体
間
の
情
報
交
換
や
連

携
し
て
の
運
動
に
加
え
、
長
年
に
渡
り

培
っ
て
き
た
実
績
を
生
か
し
な
が
ら
、

商
法
（
無
料
耐
震
診
断
を
す
る
な
ど
と

言
い
、
虚
偽
の
報
告
を
家
主
に
し
て
改

修
を
せ
か
す
）
な
ど
、
法
の
目
を
掻
い

潜
る
巧
妙
で
悪
質
な
手
口
が
増
え
て
お

り
、
特
に
、
高
齢
者
や
若
者
が
被
害
に

合
う
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
食
品
の
安
全
性
や
環
境
な
ど
の
問

行
政
や
企
業
に
要
望
す
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
団
体
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
積

極
的
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
村
田
さ
ん
。

　

現
在
神
奈
川
県
消
連
で
は
、
電
話
に

よ
る
週
末
消
費
生
活
相
談
の
実
施
の
ほ

か
、
食
品
・
商
品
テ
ス
ト
の
実
施
や
商

法
の
実
態
調
査
、
環
境
に
配
慮
し
た
商

品
の
販
売
等
を
通
じ
た
、
環
境
へ
の
啓

発
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
た
時
、
自
分

で
な
ん
と
か
し
よ
う
と
問
題
を
抱
え
込

ん
だ
り
、
仕
方
が
な
い
と
諦
め
た
り
し

て
、
関
係
機
関
や
相
談
窓
口
を
利
用
し

な
い
方
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
消
費

者
が
、
氾
濫
す
る
情
報
を
正
し
く
理
解

し
、
自
分
の
目
で
確
か
め
納
得
し
な
が

ら
、
主
体
的
な
消
費
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
被
害
は
未
然
に
防
げ
る

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
活
動
で
得
た

情
報
や
知
識
を
、
学
習
会
や
講
演
会
等

を
通
じ
て
、
積
極
的
に
伝
え
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
お
か
し
い
と
感
じ

た
時
に
気
軽
に
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
を
提
供
い
た

し
ま
す
。
今
後
、
消
費
者
と
関
係
機
関

と
を
繋
ぐ
、
橋
渡
し
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
け
た
ら
」
と
真
木
さ
ん
は
今

後
の
抱
負
を
語
り
ま
す
。　
（
企
画
課
）

テスト部の活動では、食品や商品の安全性を
専門的に調査しています

養護・特養ホーム（海老名市）
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